大規模災害協定に基づく連絡会（姶良・伊佐ブロック）議事録
場　所：姶良・伊佐地域振興局本館4階中会議室
期　日：平成２７年６月４日（木）14：00～15：00

参加者：姶良・伊佐地域振興局　宮園建設部長、脇園河川港湾課長、若松土木建築課長、七夕参事(伊佐市駐在)、城戸土木建築課参事、堀之内技術主幹兼技術調整係長、
                              柏木河川港湾第一係長、城下技術主幹兼河川港湾第二係長、日高技術主幹兼道路建設第一係長、清田道路維持係長、深町技術主幹(伊佐市駐在)、 高吉技術主幹(伊佐市駐在)
　　　　　　　　協　　会　　中西会長、安永副会長、中島理事、宇都理事長、今村理事、川崎幹事、
　　　　　　　　　　　　　　共進測量設計㈱ 幸田、㈱南生測量設計　松田、㈱ﾎｳｾｲ･技研 松元組織委員長、三田支援派遣班長南九地質㈱ 満尾技術委員長、南日本地質調査㈱

　　　　　　　　　　　　　　泊口支援派遣副班長、　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡責任者（正）霧島エンジニアリング㈱ 山中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同上　　　　霧島エンジニアリング㈱ 遠山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡責任者（副）㈱　中島測量設計　塚田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同上　　　　㈱　中島測量設計　徳永
議事録
1、挨拶

あいさつ （宮園建設部長および中西会長）
2、連絡責任社の紹介

協会側の連絡責任者の紹介。（中西会長）
姶良・伊佐地域振興局側の出席者を紹介。（堀之内技術主幹兼技術調整係長）
3、連絡体制の説明

○資料P5、に基づき支援要請の説明。（中西会長）
○平成27年度の連絡体制について

　・資料P7、P9、に基づき支援協力内容の説明（中西会長）
　　　                                                       

○調査実施上の注意事項について
　・注意事項について説明。（安永副会長）

　・1社当たりの人員は、2名体制とする。人員は予め災害対応研修を受講した者だけが従事し、身分証明書の携行、腕章、調査用ベストを着用する。
　・道路・河川にかかわらず、追加調査は可能な限り実施する。
○支援協力の範囲について
【振興局】(宮園建設部長)
・支援協力会社は、何社位で対応されるのか。
【協 会】(安永副会長)
　・支援協力の要請の内容で決定を行うことになり、当該ブロックに主な活動拠点のある会社を中心にして協力可能な会社により構成される。
　・連絡方法としては、当該ブロックを主な活動拠点としている会社をメインに連絡を取り、参加の確認をとる。連絡順番は運用規定にあるとおりである。
　・連絡を受けた会社は宿泊場所・機材等の確保は各社で行うことを踏まえて参加・不参加の回答をすることになっている。
○担当の割振りについて
　・協力要請時に、現場調査人員の調整は協会側連絡責任者が行う。。（安永副会長）
　
○現地調査での地すべり箇所について
【振興局】(若松土木建築課長)

　・被災箇所は、測量+地質業者がありえますがどう対応されるのか。

【協 会】（安永副会長）

　・必要に応じて支援要請のあった各社で準備して調査する。 
○河川被災箇所において、河川埋没等のケースについて
【振興局】(脇園河川港湾課長)

　・被災箇所で河川埋没等の場合、国への報告などが急務のため、建設業の場合
　　随意契約での作業実施のケースがある。
　・被災箇所が面的には小さいが、奥深いケースの事例がある。

○初期調査後の業務委託について

・当協会は、協会の地位向上および地域貢献向上を目的として、大規模災害時の初期調査をボランティアにて行っている。（中西会長）
